
調査結果の視覚化（見える化）：景気判断（個社経営概況）指数 サマリー 

１全産業の DI指数（全産業の景況天気図） 

 業績 売上 設備投資 

 

令和 2年結果 

 

△54  

 

△59  

 

△26  

 

令和 3年予想 

 

△18  

 

△18  

 

△40  

２業種別の DI指数（業種別の景況天気図） 

〈製造業〉 

 業績 売上 設備投資 

 

令和 2年結果 

 

△79  

 

△78  

 

34  

 

令和 3年予想 

 

△16  

 

△22  

 

△34  

〈卸売業〉 

 業績 売上 設備投資 

令和 2年結果  

DI算出に必要な個社数充足せず判断無し 令和 3年予想 

〈小売業〉 

 業績 売上 設備投資 

 

令和 2年結果 

 

△33  

 

△34  

 

△56  

 

令和 3年予想 

 

0  

 

△11  

 

△56  

〈建設土木業〉 

 業績 売上 設備投資 

 

令和 2年結果 

 

△68  

 

△68  

 

△16  

 

令和 3年予想 

 

△41  

 

△50  

 

△16  
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〈不動産業〉有効回答未充足につき判断無し 

 業績 売上 設備投資 

令和 2年結果  

DI算出に必要な個社数充足せず判断無し 令和 3年予想 

〈サービス業〉 

 業績 売上 設備投資 

 

令和 2年結果 

 

△34  

 

△66  

 

△66  

 

令和 3年予想 

 

△9  

 

△13  

 

△50  

〈飲食業〉 

 業績 売上 設備投資 

 

令和 2年結果 

 

△50  

 

△50  

 

0  

 

令和 3年予想 

 

△50  

 

△25  

 

△50  

〈農林水産業〉 

 業績 売上 設備投資 

令和 2年結果  

DI算出に必要な個社数充足せず判断無し 令和 3年予想 

〈その他〉 

 業績 売上 設備投資 

令和 2年結果  

DI算出に必要な個社数充足せず判断無し 令和 3年予想 

３今後の当該調査の課題について 

各種 DI指数は、個社の個々の回答の集合体を表現したものと言えます。従って、調査

書の回答内容と、回答した個社の実際の売上高、営業利益、売上高成長率等の経営分析

指標の収集が叶えば、地域産業全体、業種別の重回帰式の作成が可能になります。 

この式（＊注）があれば、個社の利用度は益々拡がります。具体的には、回答結果を

式に入力することで、自社の売上見込や売上高成長率の見込等が算出可能になるからで

す。つまり、地域産業や業種別の経済動向モデルを構築できるのです。次年度以降、こ

の論点を進めるとともに、webでの自働化の準備を進めていきたいものです。 
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（＊注）xには各質問の回答結果を入力します。 

売上＝aｘ＋ｂx＋ｃｘ＋・・・・・・・・ 

売上高成長率＝aｘ＋ｂx＋ｃｘ－dx+・・・・・・・・ 

営業利益＝aｘ＋ｂx＋ｃｘ＋・・・・・・・・ 

 


